

























































































































































































































































夫婦 3,905 1１ 3,488 5５ 8９ 6４ 
2,720 ６ 2,304 6６ 8５ 5４ 
2,180 1２ 2,024 5９ 9３ 6５ 
うち
寡婦 2,200 1３ 2,166 6４ 9６ 6８ 
離婚 1,866 ５ 1,468 4２ 7９ 5８ 
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1200未満 1３．１ 63.4 6０．２ 
１２００～２１００ ４１．２ 33.0 3７．８ 
2100以上 4５．７ 3.5 1.8 
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めの基礎保障」という新しいIlill度を導入した53)。これは公的扶ﾘﾉ１１の一机と考えるべきものだが、
社会扶助と次の点で区別される。
基礎保障も拠出なしのニーズに』i1K給付であるから、ニーズをiI1ll辻するために所得・資産調査が
行われる。ただしその範囲は、｜:'1読者本人と|司居する１１１１ＭⅡ者54)に限られ寸子供およびii1ii親につい
ては、全所得が１０万ユーロ以上ある例外的な場合を除いて、扶養義務を|川われない。高齢者が社
会扶助のll1誌をためらい、その結果「恥じらいによる貧'八１（verschiilnteArmut)」が多く発生する
のは子供やiT1ii親に所得・資産調査が及ぶためだという認識から、ミーンズ・テストは本人と|同|届配
IIll者に限定されることになった。
ノ;L礎保障を剛!#するのは1111（Kreis）または'111のj或外Wllilj（k1℃isfreieStadt）であり、１１ｲﾙjiは税収
をもって充て、連邦政府は年６億ＤＭを州に交付することになっている。
要するに、公的扶助の敷居を低くしかつ11ｲi原を拡充して高齢者の貧|水|に対処しようというのであ
る。これは、社会保険の充実によって所得保障としての公的扶助をゼロに近づけていくというドイ
ツ編祉国家の11M念からの離脱を意味することはいうまでもない。
むすび
2001年ｲ|：金改l1I1iの歴史的な意味を２つの|All趣に分けてlilI1認しておきたい。
第１は、ドイツの老後保障Ilill度を改111〔以iiiと以後で比I陵し、lTliiilfの本質的な旅ｿ,LをlﾘlliIi:にするこ
とである。
改liiIのlMlは、公''1ﾘｲ｢金の給付/Ｍ１：をリ|き1くげて、その減少分をＩｉｌｉ立力式の私''1ﾘｲ1ﾐ金で袖l文する
ことにある。政治的妥協によって給付/|<準リ|下げは当mil1M1かなものに||まったが、これが老後保障
の大きな変化の始まりであることは具Iluの論荷にはlﾘ}らかである。たとえばトーマス・エバートは
次のようにいう。
「これ（高齢者登廠法）の|ﾉﾘ容を立ち入って吟味すればいＩ<'２会国家の将来にたいして'|ﾘIjui[変史が
行われたことは全く争う余地はない。Ｉ云統|`1りなｲM2Ilill度に代えて、今後はlIiiliiiW7式Ilill度と積立〃式
の付))'1保lIj;fflill度の２段階橘造が存住することになる。当irii、量''1りな影響はＩｉｉｌＩｉかに小さい。しかし
いったん|汁lかれた逆は111なる前進を誘発し、長１０'''19に見れば、lliilii深力式の｣iL礎Ilill度は次節に後退し、
53）Gesetziil)ereinel)e(larfsorieIltierteGruIl(IsicherullgimA1terllll(lbeiErwcrbsminderullH(ＧｓｉＧ),２１.August２()()1． 
施行は２()O311Y1HlHから
54）婚姻によるNd偶者の(山、lIlﾄﾞlllAl撤似の共同41i活のパー|､ナーを含む
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それに代わって積立力式の付加Ilill度が完備されるようになることは確かであろう。５５)」
公的年金が、被雇用者の大多数にたいして、現役時代と大差ない退職後生活を保障するという、
1957年年金改革が設定した賃金代林年金の'二|標は放棄され、ドイツの老後保障制度は、一方では
より多く市場に企投する性格を帯び、他方では公１１１り扶助の一繩に他ならない基礎保障に依存する階
層の存在を容認することになった。公的年金の充実によって所得保障としての公的扶助をなくして
いくというドイツ社会国家の理念は放棄され、老後保障の一つの柱として公的扶助が公認されたの
である。ではなぜ一般の社会扶助と区別して基礎保障が新設されたのか。
ドイツの基礎保障と同類の制度はすでにイギリスのブレア政権が最低限所得保障（MIG）として
導入している。両者に共通している点は、高齢者のための公的扶助の申請バリアーを低くすること
によって、公的扶助のテイクアップ率を高めようという狙いである。これは、一般の公的扶助の申
請バリアーをますます高めて働く能力あるものを就労に駆り立てる政策とセットになっており、福
祉国家解体・再編過程における編祉改革に共通する流れである。たとえばクリントン政権下、「こ
れまでの福祉はお終いにしよう」（EIldingwelfnreasweknowit.）というスローガンのもとに、
1996年に||凸|人責任と就労機会調整法（ThePersonalResponsibilityandWOrkOpportunity
Reconciliatiol】Act）を制定し、いわゆる“welhlremother''を就労に駆り立てる措置を講じるととも
に、ニューディール以来の要扶養児茄家族扶Ijl）（AFDC）を廃止し、困窮家族短期扶助（TANF）
に代替させたのも、｜可じ潮流にあってイギリスと共にその先頭を走る試みである56)。
この潮流の発想は、1834年新救貧法のそれと同類である。新救貧法は救貧有資格者（therightto
relief）を限定するために、貧民を３つに分類した。第１は同立できる労働貧民階級で、｜Ｈ救貧法
~卜では救貧対象になりえた。第２は、被救Illil民で働く能力があるもの、第３は、〉被救'111民で働く能
力のないもの。そして救貧資格を原則として第３のものに限定し、第１、第２のものにたいしては
原則的に院外救済を禁lLし、劣等処遇の労役院に収容して就労に駆り立てたのである57)。それは
国家介入を最小限に抑えて経済の効率性を概大にする資本主義の精神に沿った改革であった。現在、
アングロサクソン諸国を'二|｣心に進められている福祉の「構造改革」はその発想においてこれと共通
であるが、その社会的機能と歴史的インプリケイションはおのずから異なる。いずれにせよ、ドイ
ツもまた2001年年金改革をもってこの潮流に棹さしたことは紛れもない事実である。
第２の問題は、ドイツの老後保障にこのような質的変化をもたらした原因は何かということである。
55）ThomasEbert,Ｓ､182. 
56)英米の福祉改革については、さしあたり、peterAlcock＆GaryCraig(eds.),chaPter2,chapter7･を参照。
57）1834年の新救貧法が原則として院外救済禁止を規定していることについて、実態を見れば，この原則はほと
んど実現できなかったという見解があるが、最近の研究によれば、少なくとも1860年代から７０年代にかけ
ては、新救貧法の原U,|が規定的になっていたことは疑いない。DavidEnglandel;ｐｐ,１３～24.
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これについてはすでに、人口構成の高齢化とf'三金組織の同質`性の低下とグローバリゼーシヨンと
いう３つの要因を指摘し、それぞれの意味を検討した。ここでは３要素のl11互関連を確認し、とく
にグローバリゼーションの意義を強制しておきたい。
まず、これら３要素が生起してきた環境は、大きく分けると、年金保険と医療保険を中心とする
社会保障制度の拡充・飽和という小状況と、世界システムの人転換という大状況の複合作１１１に帰着
する。
人'二|の高齢化は一つのＦｌ然現象であるが、この自然４１象に医学の進歩とともに医擦保険や年金保
険の拡充が寄与していることはすでに述べた通りである。また、女性の労働ﾌﾞﾉ化率の急上昇や長期
失業や外国人労働背の増大が産業椛造'&〈換と国際分業のＴＩＩ編や社会保障の拡充を与件とする家族の
解体・門編に起lxlすることも既述の〕u､りである。そして、人口の高齢化は１１代間協約の維持を困難
にする要因になり、イ１１余組織の|同1質性の低下は所得比例動態年金の老後保障能力を狭め、公的年金
の正当性を動揺させる要因になったのである。
こうして抜本的なｲ１２金改革は避けて〕､れない課題になったのであるが、改革の方lfilは2001年年
金改革のそれが''１ｌｉ－のものではない。たとえばビーデンコプフやミーゲルが主張した基礎年金構想
もあるし、給付の格莱を平準化し所得｢'1分配機能を|ﾉﾘ包した所得比例ｲ|ﾐ金への改革も一つの代案に
なりえただろう。
しかし事実は、所得比例動態年金の給付能力をi1ill減する公的年金の一部氏衛化がｌｌＩＩｉ－の改赦案と
して採用されたのである。年金改111の第３の要因であるグローバリゼーションがそのような選択を
狭める状況をつくりだしたのである。
2001年年金改革は拠出率を２２％以下にI[||えることに最車点を置いている58)。これ以前の改革、
たとえば1992年改革でも拠出率の抑附||は最重要|｣標であったが、その意味は後'11代の負担過重を
避け、世代間協約の維持を図るというところにあった。つまり被保険者の拠ｌＵ率の重さが|川題で
あったのである。しかし2001年ｲＭ２改ＩｉＩｉでは、先述o)ように、被保険者の負担は改革によって軽
くはならないのである。2030年の拠Ⅱ}率は雇主は１１％にｌＩｌｌえられるが、被保険者は公私年金を合
わせると１５％になり、改革によってむしろ砿くなるというのが新flill度の設計である。要するに、
2001ｲ'三年金改革の最大の|=|的は企業の労働コストをlIlllillすることにおかれている。それなくして
は、ドイツが陸1際立地競争を生き抜くことはできないというのが、政府のもっとも力説する改革の
根拠なのである。
58）「老後保障の大黒柱である公的年金保険は、最早これまでのように一定の保障水準を維持することが目的に
かなったことではなくなり、拠出率の安定が最優先事項になった｡」FranzRuland,Ｓ､２２７．
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｜玉||際競イトは資本主義の特質であり、1911止紀もグローバルな資本主義維済が展開した。しかし
'970ｲ'二代央以降のグローバリゼーションは、人'''1の生iiliが根こそぎ商lIiiI,経済化している状況の'１１
で、資本が無Ilill限に'1上界を11111折なく桜１１ﾘ)し、もっとも効率''１９な産業立地を選択できる環境を作り出
しており、高賃金を生産性のlfil上によって吸収し、輪||｣競争力を確保するという、それまでの対応
では競争にLliき残れないような事態が|Ⅱ現しているのである59)。
1990年代以降、グローバリゼーシ妄1ンはまさに悪魔のIil&き臼のようにﾄﾞ|:会保障システムを111'し
つぶし始め、ヨーロッパ編i(|ⅡI|家は、多くの場合、資本主義を州||御してlfil祉匡|家を形成する上で主
導''１りな役割を果たしてきた社会民主主義政党の手で、社会保障の解体あるいは民営化が進められて
きている。それは資本三1ﾐ義をIlill御するイデオロギーがW1j減したことを意味するだろう。2011t紀福
祉国家は先導的理念を失って浮遊し始めたのである。
＜参照文献＞
（*印はinternetで取ったもの）
PeteAIcock＆Ｇ・Craig,ﾉ>０１ＷﾉﾉﾛﾉﾉoMSocﾉﾛ〃jb/峨川/１Ｊ”ﾉilGg〃csi川/'８〃"c/O/Ｍ１ﾉｉＭｂｌ,Houndlnills＆
ＮｅｗＹＯｒｋ２００Ｌ 
Ａｒｌ)eitsgrul)peAlterllativcWirtschaftsl)olitik，GegencrfulldelleSachzwnnge，ｉｎ：ＳＯ２ﾉﾛﾙＳ/c/ｗ/ＩＣ/／ 
１０/2000． 
GerhardBiickeZ／Rcinhar(IBispincl《／K1ausHofem〔1111]／GcrhardNacgele，Ｓｏ２Ｍﾉｳoﾉﾉ/ﾉﾊ，ＥＩＩﾉﾉｃ
/M)b/eﾉﾉﾉ0γ〃"/ｌＭｃＥＭ１/"w"9,198()Ｋ()111．
Bulldesverl)andDeutscherBallken,1/Ⅵ！gＵ２ﾉｨﾉ'ｈ(J/)Mgu(/CCA/(ｗＡ//cﾉ３s/cﾉﾉeﾉw"9,Ｅｌｒ"、/sﾊﾉｲss/0"ｓＭﾉﾉTZgzﾉｨﾉ′
（7A伽/ﾉcﾉﾉﾙ"/e"(んＭ/e(1)atell,Faktell,Argulnellte)Bcl･Iill,Novelnber2000・
ChristophBehrend,KricgderGclleratiollcnstattGelleratiollellvcrtrag-EinrealistischesSzenario？，in： 
SozlMcγFMscM/１１１１/1996． 
BundesministerfijrArl)eitul](lSozialordnullg(BMA),ＵＭｓ/cﾉﾉ//M)ＣＭＩ/cSozj(7/Cs/cﾉﾉcﾉW"9,StalldJal]nuar 
1991. 
ＢＭＡ,'lbp`I､hclna:SchwcrpunktcdcrRclltcll1℃form,２６.()1.2()０１.＊ 
ＢＭＡ，Rentenversichcrullgsl)cricht2()()l，BcrichtderBun(1csregierullgUl)erdiegesetzlichc 
Rentcllversicherullg，illsl)csonderciiberdieEntwicklullg（IcrEinnahlnenulldAusgal)en，ｄｅｒ 
59）産業立地競争は工業に限らない。ドイツの銀行は2001年fIﾐ金改111における積立方式の採ｌＩ１を高く評(１１１iする
が、それはこれによってこれまで極端に小さかったｲ|ﾐ金資雌が一挙にlPI大し、ドイツの資本市場が活性化す
ることを１０１侍したからであった。仇lｲﾉScﾉＩＣﾉ川ハルｗ)ｒﾉｌ汁ﾄﾅをみよ．
3０ 
ドイツ２０()lｲﾄﾞｲlﾐ金改輔の歴史的意味
SchwankungsreservesowiedesjeweilserlOrderlichenBeitragssatzesilldenkijnftigenl5 
KalendeljahrengemiilJssl54SGBvl.＊ 
BMA,LcbenslageinDeutschlalld,DerersteArlnuts-undReichtulnsl)erichtderBuIldesregierung,ｏＪ.＊ 
ＢＭＡ，ＡＩｌｄｅｎＣｈｅｆｄｅｓＢｕｎ(leskanzleralntes，betreff：EntwurfcincsGesetzeszurRefOrmder 
gesetzlichenRentenversicherullgll11(IzurF6rderungeineskal)italgedecktenAltersvorsorge-
verlnogens(Altersvermogellgesetz-AvlllG)＊ 
BMA,DieneueRente:SolidaritiitlnitGewillll,ｏＪ.＊ 
BMA,SozialeSicherungimU1)erl)lick,Stan(|:januar200L＊ 
BMA,I)ieRellte-VOnGellerationzuGclleratio､,StalldJuli2001.＊ 
BMA,Sozjmﾉｳo/伽cﾉﾉＣｌ〉!/b〃）Ｍｏ",J9.35,200L
BundesministeriumderFinanzen(BMF),１１)achblick:PrivateAItersvorsorge,DiesteuerlicheF6rderung 
derprivatenkapitalgedecktellAItcrsvorsorgeimU1)erblick,Juni2001.＊ 
BMEZweifelsfragenilnzusamlnenhａｎｇｍｉｔ(lensteuerlichellRegelullgeninN10a/xLAbschnittEstG、
2001.＊ 
BMEZweifelsfragellzumAltersvorsorgevertriige-Zertifizierullgsgesctz(AltZertG)＊ 
BMF:StcuerlicheFOrderungderzusiMichenAltersvorsorgeilnJahr20()8..ＢＭｌＬｌＡ５/Altersvorsorge 
Bcispiel.＊ 
AxclH・B6rsch-Supan，DasdelltscheRentellversicherullgsl)rol)Iem：Ｐｒ()|)lelneull(lPerspektivell，ｉｎ：
EberhardWille(Hrsg.),Ｅ"！Ｍcﾙﾉz"28Ｗ"(/〃''３/)c〃nＷﾉＭ１ｃｒＳｏｚ/α/"eハノcﾉﾉC）W"9,Baden-Badenl999・
Bulldesregierung，Rentenversicherullgsl)ericht2001、InitAIlflng：Zahlcnzurgesetzlichen
RentenversicherunginVergallgenheitun(lGegenwart.＊ 
Bun(lesregierullg，Alterssicherungsl)ericht20()１，Ergiinzel]derBerichtderBundesregierungzuln 
Relltenversicherullgsl)ericht20()liil〕crdicLeistungendergallzodcrteilweiseOHentlich
fillanziertcnAlterssicherullgssystelnc，dcrenFinanzierullg，dieEinkommenssituationder 
LeistungsbezieherunddasZusamInentrc[fenvonLeistungell(1erAltcrssicherullgssystenlegelniiB§ 
ｌ５４Ａ１)s､３ＳＧＢｖｌ(DcutschcrBulldestagl4・Wahlperiode;I)rucksachel4/7640,23.lL2001.)＊
Dcutscheslnstitutf〔irWirtschaftsfOrschung(1)1Ｗ）Ⅲcﾉﾉcﾉﾉﾙﾉﾉcﾉﾉﾉ４６/1998：Kapitaldeckung：Kcin
WundermittelfiirdieAltersvorsorge・
ＤｌＷ１ﾉﾘ'Ｍｅ"beγｊｃｈｔ４６/1999：Einstiegindie′lbilkal)ital(leckullgderAItersvorsorgemit 
WachstumseinbuBellverbullden． 
ＤＩＷＷｂｃルノM)eγjcA/３０/2000：ProblelncderAItersvorsorgealleilldulChAnderungdes
３１ 
現代福祉研究第３ﾄナ（2003.3）
Finanzierungsverhlhrellsnichtzul6sen・
ＤＩＷＷｂｃﾉﾉcﾉⅢ)eﾉﾉcﾉﾉﾉ２１/20()1：KeilledramatischellEfCktellachderRefOrmdergeringf［igigcn 
Beschiiftigung.、
TholnasEbert,RentenrefOrln2001:SozialvertrtiglicheModerllisierung？In:Soz/α〃γＦＭｓｃＭﾉﾉ,８/2001．
HerbertEhrelll〕erg,Relltcnreh〕rlnohlleVOrteile-al)erullterBcachtullgder6konomischenulldsozialen
Fakten,in:ＳｏｚｌＭｃＭＭｓｃﾉﾉｸﾞﾉﾉﾉ１()/2000． 
DavidEnglandeM｡bMy("/(〃boM“ﾉﾉＭｸﾞﾉＭﾉＢγ//αﾉﾉＭ１１Ｗ〃Ｃﾉﾉ(7(/【(ﾉﾉｂｈ/CBCC"1,川4-1914,Lolldoll
＆NewYOrkl998 
Hans-JijrgenKrupl)，Wiesichcrundrental)elkallnAIterssicherullgsein，Privateodergesetzlichc 
Rentenversichcrullg,UInlagc-odcrKal〕italdeckungsverhlhrcn？，in:ＳＤｚｊ(z〃γFMscMﾉﾉ１２/1998．
DietrichvLeszezzllski,()eneratiollenvertragauf(ｌｅｌｎＰｒ〔ifstalld,ill：ＳＯ２ﾉﾛﾉcγFMscﾉﾉｸﾞﾉﾉﾉ7-8/1996．
KIausLouven,DieUrsl)r(illgedcsn1odcrnenSozialstaates,BilnarcksErbe,in:Sozo/(』んＳ/cﾉﾉcｸﾞﾙﾉt6/2001．
ＯＥＣＤ,ＷＯｒｋｉｎｇＰａｐｅｒＡＷＰ３､7(Revised)，RetiremelItlncome：Level，Risk,ａｎｄＳｕｌ)stitutionalnong 
lncomeColnpollellts,|)ｙＡｘｃｌＢ(jrsch-Sul)ａｎ＆AnettcReil-Hel(I,()』.＊
GeolgRecht，Rentellrek)rlnl999：DieVOrschriigederRcgierungsl(omlnission,，Fortentwicklungder 
Rentenversicherung,in:ＳｏｚｉﾛﾉＯＳ/c/je）'Ｍ/4/1997 
WalterRiestel;KeilleVerlicrel;vieleGewinnel;ｉｎ：Soz/(』んＳ/c〃"ＭｌＯ/2000．
KarinRinne＆GertWagnel;Drohtein“KriegderGenerationen”？,ｉｎ：Soz/(J/eγJMScﾉﾉγ///１２/1995． 
FranzRuland,WenigerRellte-Inehrl)rivateVOrsorge？－DicgeplallteRelltenrefOrmillDeutschlan(I： 
KonzeptionundKritik-，in:ＳＯ２/α/eγFMscMﾉﾉ１０/2000． 
DieterSchewe,WirkungcllderRelltenrefOrmelll,Einkol]]InensverteilunginnerhalbderaltenGeneration 
und,,Generationenvertrag“ill：Ｓｏｚｉ山rFMScﾉﾉγﾉﾉﾉ１１／1995．
WilfridSchrei1)el1Existel]zsichcrheitinderilldustriellenGesellschaft，ｉｎ：Bernhar(１Ｋｎｌｐ＆Wilfrid 
Schreiber(Hrsg.),ＳＯ２/(z/ｅＳｊｃ/ＭＩＣﾉﾉ,K61nundBonnl97L 
DerSozialbeirat,GutachtenzulnRentenversicherllngsbericht,AusgleichshlktorvongeringerBedeutung， 
ｉｎ:Soztiα〃Ｓｊｃ〃"ＩＣ〃12/2000．
ErichStandfest,AufdemWCgzulnWechseldesSystems？，il〕:Ｓｂｚｊａ/ｅＳｊｃルノ'ＭｔｌＯ/2000.(DerAutorist
LeiterderAbteilullgSoziall)olitikl)eimDGB-Bundes-vorstandinBerlin） 
ErichStandfest，RentenrefOrm2001：DieAltersvern1ogellgesetze，NeuesVertrauenindieRente 
geweckt,ill:SozjaﾉeSlMC油eﾉﾉ６/2001．
VCrbandDeutscherRentellvcrsicherullgstriiger（VDR)，Rechengr6Bellindergesetzlichen 
3２ 
ドイツ２００１ｲ|ﾐｲ1ﾐ金改革の歴史的意味
Relltenversicherung,Ausgabe2001/2.Hj.＊ 
VI)Ｒ,Prognos-GutachtenzurfillanzicⅡcnEIltwicklullg(Iergcsetzlichel]Relltell-versicherung（iiber(Ｉａｓ 
ＥＩｌ(1ｅｌ９９７１)eschlosseneRelltel]rcfOrlngcsetz:RRGl999)＊ 
ＶＤＲ，StcⅡungnahmedesVDRvolnL12､200()，ｆ〔iｒ（IieOffentlichcAnhOrungdurchdenAusschussf〔ir
Arl)eitundSozialordnullgdesl)cutschcnBlln(IestagesvonMontag,（IC、11.12.2000.bisMittwoch，
。e、13.12.2000,zumEntwurffeinesGesetzeszurReforlndergesetzlichenRcntenvcrsicherungund
zurF6rderungeineskal)ital-gedccktellA1tersvorsorgeverlnogcns(B'lLI)rucks,１４/4595)＊ 
VDR,lJaustdatenzurRentenversicheru､9,jJ.＊ 
AndreasWagnel;Rentenrisikoulldl)rivateV()rsorgc:AnmerkungenzurRcntenrefOrm2001，ｉｎ:Ｓｏｚｉα/ｃ 
ＦＭｓｃﾉﾉγｉｔ/,８/2001． 
古瀬徹他編『先進諸|玉|の社会保障④ドイツ』束求人学Ⅱ}版会1999ｲ|ミ
カⅡ藤榮一「西ドイツ福祉国家のアポリア_社会給付の「効率化」とｲｌｉ金改lIl1〔論一」東京大学社
会科学研究所編『転換｣Ulの禍i(||:|玉|家』東京大学出版会1988ｲ「
ﾉﾉ||藤榮一「ドイツ社会保険福#''二国家の動帰」『ドイツ研究』日本ドイツ学:会No.251997年
3３ 
